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SDGs達成に向けた具体的な取組 (要件 2)【 R5日 11日 30変更】
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1

人
権

・
労
働

【差別の禁止】
・性別、年齢、障がい、国籍、出身などによる差別を防ぐ教育体制や相談体制を
整備し、差別がないことを確認している

基本
(必須 )

雇用に対しての教育、昇進、福利厚生等差別しない
体制を構築

102
103

1

1

1

2

【ハラスメント禁止】
・セクハラ、マタハラ、パワハラ等のハラスメントを防ぐ、ルール・教育
体制を整備している

相談
基本
(必須)

研修実施 相談体制を構築 1 6 1

3
【労働時間】
・過度な長時間労働の防止に取り組んでいる

基本
(必須)

残業はなし

4
【外国人労働者】
外国人労働者に対する差別、人権侵害がないことを確認している

基本
(必須 )

外国人労働者の雇用不要 44

5
【労働安全衛生】
作業中の事故等を防ぐため、安全で衛生的な労働環境の整備に取り組んでいる

基本
(必須)

【J停該当】 製造業でない 3 8

6
【メンタザレヘルス】
労働者のメンタルヘルスを良好に維持できるように対策に取り組んでいる

基本
(必須 )

メンタルヘルスに関する方針を策定中 3

7

【ダイバーシティ経営】
・多様な人材 (女性、外国人、障がい者、高齢者等)が、十分に活躍できる環境
の整備に取り組んでいる

基本
(必須)

人材が現状不要 85

8
【人材育成】
,適切な能力開発、教育訓練の機会を従業員に提供している

基本
(必須)

月に数回、セミナー開催。研修を提案している 4 55 8 9

9
【公正な待過
.雇用形態に

】
聞わらず、同一労働同一賃金等の原則に沿つて対応している

基本
(必須)

対応している 55 85
1

1

10
健康経営】
従業員への健康投資による生産性の向上等に取り組んでいる

チャレンジ
(任意)

3 8

11

環

境

【廃棄物】
,廃棄物の管理を適切に行い、適切な処理に取り組んでいる

基本
(必須)

廃葉物を事務所内にて管理している(種類別) 1 1 6 12 141

12
【エネルギー・温室効果ガスの現状把握】
,自社のエネルギー使用量、温室効果ガス排出量を把握している

基本
(必須 )

毎月の使用量を保管している 73 13

13
【省エネ・温暖化対策の計画・取組】
,自社の温室効果ガスの排出量を把握し、排出の抑制に取り組んでいる

基本
(必須)

信州Greenでんき100%使用を実施中(脱炭素) 193

14

【有害化学物質】
・法令等で規制されている有害化学物質を把握し、使用量の抑制及び適切な使用
に取り組んでいる

基本
(必須)

有害化学物質はないが、把握している 39 63 1 1 6 124
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66 15組合事務所使用の排水の処理を配慮し生物多様性や生

態系に悪影響を及ばないように配慮している
基本
(必須 )

15
【生物多様性】
,自社活動が生物多様性や生態系に悪影響を及ぼさないよう配慮している

13基本
(必須)

資源再利用を推進している(肖J減 )16
3
,)

Ｒ
手ア リユース、リサイクルに取り組んでいる
【 の推進】
ユ~ス

ン゙

”的
チ

17
獣 饗偏吾者J用状況を適切に管理し、不l用効率のg皮善l報 り組んでいる

7 12 133 14 1539 6チャレンジ
(任意)

【環境マネジメントシステム】
I IS014001、 エコアクション21または同等の環境マネジメント規格を取得してい
る

18

126チャレンジ
(任意)19

【環境情報開示】
1環境の取り組みに関する情報を正しく開示している

72 19チャレンジ
(任意)20

【再生可能エネルギーの利用】
'再生可能エネルギーの利用に取り組んでいる

122 13 14 15チャレンジ
(任意)21

環
境

利用】
利用に配慮した調達に取り組んでいる
的
的
続
続
持
持
の
の
源
源
資
資

【天然
.天然

‐６

６ ５基本
(必須 )

汚職 贈収賄禁止を含めた規則を策定卜揮織:寵授需塑養とする方針をオ島げ、キ上員に周知している22

16不正競争自体が業務に関係なし基本
(必須 )

【非該当】29
除 壬纂撃驀追に関与しない方針を掲げ、社員に同知している

9基本
(必須 )

【】晴亥当】 知的財産等がない24
【知的財産保護】
,知的財産の保護に取り組んでいる

16基本
(必須 )

個人情報に対する基本方針を定めて体制を整備2こ
【個人情報保護】
.個人情報を適切に管理している

16チャレンジ
(任意)

【紛争鉱物】
・紛争鉱物を取り扱つていないことを確認している

2℃

12 13 14 15 16 175 8 10チャレンジ
(任意)

【サプライチエーン管理】
・サプライヤー、事業パー トナー等と、人権侵害の防止、生物多様性や生態系へ

の悪影響の防止、倫理面での適切な対応 (ハラスメント・汚職・贈収賄防止)に
ついて認識を共有し、共に取り組んでいる

27

173 8 9 10基本
(必須)

【JttЙ当】
協同組合の為、県内事業者の収益を低下させる要因
にはならない

.ギ示盗室〒掌ふ話筵季尋耳

'ミ

聖系子甥 9構築宣言」を作成
ロパー トナーシップ構築宣言サイ ト:https://www biZ― partnership」 p/

公表している28

公
正
な
事
業
慣
行
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【
登量:芋三ど灸8要全桂と確保するための仕組みを構築している

基本
(必須)

【非該当】 製造している製品がない 39 124

30 r量冨喬評i、モノやサービスを提供するための仕組みを構築している
基本
(必須 )

【非該当】 製造業ではない 9

31
【環境配慮】
環境に配慮した製品の開発・設計に取り組んでいる

チャレンジ
(任意 )

6 12 13 14 15

32
【社会課題解決】
社会課題を解決する製品・サービスの開発・展開に取り組んでいる

チャレンジ
(任意)

1 2 9 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

33

社

会

貢

翻

・

地

域

貢

献

【地域への配慮】
自社事業が地域に与える影響を把握し適切に対応している

基本
(必須 )

地域との対話を実施。事業の影響を把握し改善して
いる

4 9 11 12 14 15 17

34 【
等含Fttξ 91ィ ァなど社会貢献活動に積極的に取り組んでいる

チャレンジ
(任意)

4 11 14 15 17

35
靴 既暮彊を積極的に利用 硼 消地産、地産外商lしている

チャレンジ
(任意)

8 9 11 12 13

36

組
織
体
制

【内部管理体制】
.経営理念及び経営目標を社内で共有している

基本
(必須 )

役員 事務局把握するように研修しています 8 9 17

37
【法令連守】
・法令連守の考えが社内に浸透し、法令を確実に連守する体制・仕組みを構築し
ている

基本
(必須 )

法令遵守の重要性を研修を通じて把握している 16

38
【組織体制】
・企業活動が社会・環境に及ぼす影響に対応する担当、専門部署などの体制を整
備している

基本
(必須 )

事務局中心にて対応している 16

39
【ステークホルダーとの対話】
・ステークホルダー (※ )と の対話により、自社の活動がステークホルダーに及ば
す影響を把握し、適切に対応している (※利害関係者i消費者、投資家等及び社会全体)

基本
(必須)

【非該当】 協同組合自体が該当しない 16 17

4C 卜V灸多墓葎遷r筆 1岳と、マネジメントするプロセスを整備している
チャレンジ
(任意)

16

41
・ CSR(Corporate Social Responsibility:企 業の社会的責任)の考えに基
づき企業活動が社会・環境に及ぼす影響に対して、責任を持った対応に取り組ん

チャレンジ
(任意)

16

42
事業継続】
事故や災害などの発生における事業継続計画を立案している

チャレンジ
(任意)

9 11
1

‐３

３ ‐ 16

43
【事業承継】
1事業承継に関する検討・対策を行つている

チャレンジ
(任意 )

8 9 17



独自に設定したSDGsに 資する取組 具体的な取組 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

し

・「取組レベル」の「基本」の項目のすべてに「具体的な取組」が記載されていることが登録の必須条件となります。なお、今回の宣言に合わせて、今後、取組む予定のものであつても、その取組を「具体的な取組」を記載いただければ登

録が可能です。 (今後、取り組むものについては、「具体的な取組」の前の 【予定】を選択入力してください。)

・ 【非該当】欄については、「チェック項目」が事業形態上 (個人事業主等)、 該当しない場合に選択入力し、その理由を「具体的な取組」襴に記載してください。

・「具体的な取組Jには、チエック内容に関する具体的な取組を記載するほか、取組に関連する国際機関、国、県、市町村等の認証・認定等 (※ )を取得している場合は、できるだけ、その旨を併せて記載してください。

(※職場いきいきアドバンスカンパニー認証制度、女性の活躍推進企業知事表彰、男女共同参画推進県民会議表彰、障がい者雇用優良事業所等表彰、信州豊かな環境づくり県民会議表彰、長野県牧能評価認定制度、NAGANOも のづくり
エクセレンス認定、信州福祉事業所認証・評価制度、情州リサイクル製品認定制度、悟州の環境にやさしい農産物認証制度、長野県原産地呼称管理制度、信州おもてなし大賞、えるばし認定、循環型社会形成推進功労者表彰、森林認証制

協カ

8旱$G:詈傷喬進桂il:者 :!響 IよFな損肖臀らiミぞ!° lij枡み聖券ザギIど醤軽出擢 (※
2)行動規範等を参考に、非財務情報 (SDGsの観点で市場・社会から期待される基本的な事項)について整理し作成

二当てはまる堀合は黒宇、 間接的 (結果として)に寄与する17ゴールが当てはまる場合は、赤字で番号を記載
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